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減速した車に追突、玉突き、12人軽傷

◆前の車に何が起こるか？？？・・・、車間距離を十分に◆

２０１５年５月４日（月）１３時２６分

４日午前８時１５分ごろ、東京都の首都高速で、乗用車３台が絡む玉突き事故があった。警視庁

などによると、５～５３歳の男女１２人が顔面打撲などの軽傷を負い、病院に搬送された。渋滞で

減速した最後尾の車に、後ろから来た車が追突したという。

あらゆる危険を予測し、適切な判断と操作で

危険を回避できる運転を！

歩行者・自転車・バイクの確認！ 見えたら 『先に行かせる』

バック時は 降りて確認 乗っても確認

追突、玉突き事故を防ぐ 交差点手前で止まる時は、車１台分のスペースを空けて止まる

交差点 「右左確認／よ～し！」

◆左折時は、死角を認識し、安全確認

◆右折時は、対向車だけでなく、横断歩行者にも注意

トラックが渋滞に気づき、停車しようと・・・スリップ、追突

玉突き事故１０人軽傷、５時間超通行止め

２０１５年５月３日１９時５０分

３日午後０時２０分ごろ、北九州市の関門自動車道で、計８台が絡む玉突き事故があった。８台の

うち６台に乗っていた０歳から７７歳までの男女計１０人が、腰や首などに軽いけがを負った。いず

れも命に別条はないという。県警高速隊によると、渋滞中の車列の最後尾で、中型トラックが停

車しようとした際にスリップし、前方の乗用車４台と大型トラックが連続して追突。その直後、こ

の追突事故とは別に、中型トラックの後ろで乗用車とワゴン車が追突した。

白糠、ぬれた路面 ガードレールに衝突、４人重軽傷

◆雨降り、ぬれた路面、スピード出し過ぎに注意◆

２０１５．５．４ １４：５２

４日午前４時半ごろ、白糠町和天別の国道３８号で、会社員の少年（１８）の乗用車が道路左側

のガードレールに衝突、弾みで飛び出した反対車線側のガードレールにぶつかり、同乗していた

男女４人が重軽傷を負った。釧路署によると、後部座席にいた会社員の女性（１８）と男性（１８）が

首を骨折する重傷。会社員の男性（１８）２人が全身打撲の軽傷を負った。助手席にいた会社員の男

性（１８）と少年にけがはなかった。同署によると、車に乗っていた６人は高校の同級生で、札幌

市に遊びに行った帰りだった。現場は緩やかな左カーブで、当時、路面はぬれていたという。

「スピードを出しすぎて、ハンドル操作を誤った」

［２０１５／５／４ １９：５５］

３日午後１０時半ごろ、鹿児島県の国道の交差点で、信号待ちをしていた男子大学生（１８）が左

折しようとして歩道に乗り上げた乗用車にはねられた。この事故で男子大学生が約１２時間後に

死亡した。被害者はゴールデンウイークを利用して鹿児島の実家に帰省していたという。警察

の調べに対し、乗用車を運転していた２１歳の男性は「スピードを出しすぎて、ハンドル操作を

誤った」左折をするつもりだった・・・と話している。

「相手に気づいてブレーキを踏んだが間に合わなかった」

『信号機』や『一時停止線』のない交差点、.バイクと出合い頭に衝突

［２０１５／５／４ １９：５５］

４日午前３時４０分ごろ、鹿児島県の交差点で、代行業者の軽乗用車と原付バイクが出合い頭に

衝突した。この事故で、原付バイクを運転していた男性（６５）が、頭などを強く打ち、約３時間

半後に死亡が確認された。警察によると現場の交差点に信号機や一時停止線はなかったという

。軽乗用車を運転していた、５０歳の男性は「相手に気づいてブレーキを踏んだが間に合わなか

った」と話しているという。


